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　はじめに

ト ウ ゴ ロ ウ イ ワ シ 科 ギ ン イ ソ イ ワ シ 属

Hypoatherina 魚類は前上顎骨上向突起が細長く，

その長さは幅の 2.7 倍以上であること，前上顎骨側

方突起は前後に分れ狭く高いこと，前上顎骨後縁

は細くならないこと，歯骨上縁の後端は明瞭に隆

起すること，歯骨上枝後下角は丸いこと，前鰓蓋

骨隆起縁隅角部に欠刻があること，肛門は腹鰭先

端直前から後方に位置すること，体側第 3 鱗列露

出部の高さは第 2，第 4 鱗列より高いかほぼ同じで

あることにより特徴づけられ，現在 10 有効種が知

られている（Sasaki and Kimura, 2014）．このうち日

本 に は オ オ ス ジ イ ソ イ ワ シ Hypoatherina barnesi 

Schultz in Schultz et al., 1953，オキナワトウゴロウ

Hypoatherina lunata Sasaki and Kimura, 2012，トガ

リ イ ソ イ ワ シ Hypoatherina panatera (Jordan and 

Richardson, 1908)， ミ ナ ミ ギ ン イ ソ イ ワ シ

Hypoatherina temminckii (Bleeker, 1854)，ギンイソ

イ ワ シ Hypoatherina tsurugae (Jordan and Starks, 

1901) の 5 種が分布している（Sasaki and Kimura, 

2014）．

オオスジイソイワシは Sasaki and Kimura（2014）

によって日本における分布が明らかにされ，これ

までは奄美群島を含む琉球列島からのみ知られて

いた．2016 年 10 月 3 日から 11 日にかけて広島

大学生物生産学部附属練習船豊潮丸を用いて，大

隅諸島口永良部島で行われた魚類相調査で 9 個体

のオオスジイソイワシが採集された．これらの標

本は大隅諸島における本種の標本に基づく初記録

であると同時に，本種の北限記録となるのでここ

に報告する．

　材料と方法

計測と計数は Sasaki and Kimura (2014) に従っ

た．計測にはデジタルノギスを用いて 0.01 mm 単

位で計測した．体側鱗および鰓耙数の計数および

鋤骨歯，口蓋骨歯の観察はサイアニンブルーで染

色して行った．脊椎骨の計数やその他の骨学的観

察には軟 X 線写真を用い，生鮮時の体色につい

ては採集時に撮影されたカラー写真を用いた．標

準体長は SL で表した．本研究に使用した標本は

三重大学大学院生物資源学研究科水産実験所（機

関略号：FRLM）に所蔵されている．

　結果と考察

Hypoatherina barnesi Schultz in Schultz et al., 1953

オオスジイソイワシ　（Fig. 1; Table 1）

　標本　9 個体，29–48 mm SL．FRLM 53756，1

個体，47 mm SL，鹿児島県大隅諸島口永良部島

西浦沖（30°28ʹ40ʺN, 130°11ʹ35ʺE），手網，松尾　怜，

2016 年 10 月 8 日；FRLM 53759，8 個 体，29–48 
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mm SL，採集地，採集方法，採集者，採集日は

FRLM 53756 と同じ．

記載　計数・計測値を Table 1 に示した．体は

やや側偏し，体高は低い．前頭部背面から第 2 背

鰭始部までの輪郭はほぼ直線状，体腹側の輪郭は

やや膨出する．肛門は腹鰭先端と臀鰭始部の中間

付近に位置する．頭部は小さく，吻は丸い．前鼻

孔は吻端の背側面上部に，後鼻孔は眼の前縁上部

直前に位置する．口は斜位で上向きに開く．口は

小さく上顎後端は眼の前縁を通る垂線の直前に達

する．前上顎骨上向突起は細長く高い，側方突起

は前後に分かれ幅が狭く高い．歯骨前方の上縁は

ほぼ平らで，後端に大きな突起をもつ．前上顎骨，

歯骨，鋤骨，口蓋骨，基舌骨，基鰓骨に円錐歯が

ある．前上顎骨の歯列は幅広く，縫合部を除いて

外面まで広がる．歯骨の歯帯は前方で幅広い．眼

は大きい．前鰓蓋骨隆起縁隅角部に欠刻をもつ．

両眼間隔は狭い．鱗は大きく頭部と体のほぼ全面

を覆う．体側鱗後縁は平滑．腋鱗の後縁は後方へ

伸長しない．第 1 背鰭は細く弱い棘で構成され，

始部は腹鰭先端のわずかに後方に位置する．第 2

背鰭始部は臀鰭第5から第6軟条直上に位置する．

尾鰭は深く二叉する．胸鰭は上位でやや短く，そ

の先端は第 8 縦列鱗の露出部前縁に達する．腹鰭

は 1 棘 5 軟条．

色彩　生鮮時は頭部背面から体背面にかけて

青みがかった灰色．体腹面，鰓蓋および虹彩は銀

白色．背部のスケールポケットは黒，あるいは青

色に縁どられる．体側縦帯は青みがかった銀色で

その上縁は藍色で縁どられ，後端は尾鰭基底を大

きく越え上葉に達する．体側縦帯の幅は体側縦帯

上（第 3 鱗列）の鱗の高さより広く，臀鰭始部直

上において体側縦帯の下縁は第 4 鱗列の中央付近

に位置する．吻端と胸鰭基底は黒ずむ．背鰭と臀

鰭および胸鰭と腹鰭は透明．尾鰭辺縁は透明で軟

条はわずかに黒ずむ．

固定標本では体の背面および背側面にかけて

褐色，体腹面は淡褐色．背部のスケールポケット

は黒く縁どられる．体側縦帯は銀色でその上縁は

黒色．吻端と胸鰭基底は黒ずむ．各鰭は透明．

分布　ケニア，コモロ，マダガスカル，南ア

フリカ，モルディヴ，セーシェルを含むインド洋

から，琉球列島を北限にオーストラリアクイーン

ズランド州を南限とする西部太平洋および中部太

平洋に広く分布する．国内では八重山諸島（西表

島），沖縄諸島（慶良間諸島，瀬底島），奄美群島

（与論島），大隅諸島（口永良部島）から記録され

ている（Sasaki and Kimura, 2014；本研究）．

備考　本標本は体側縦帯の幅が広く，臀鰭始

部直上においてその下縁は第 4 縦列鱗の中央に達

すること，臀鰭軟条数が 12–14 本であること，胸

鰭軟条数が 14–15 本であること，下枝鰓耙数が

17–20 本であること，肛門は腹鰭先端と臀鰭始部

の中間に位置すること，胸鰭が短く体長の 13.3–

Fig. 1. Fresh specimen of Hypoatherina barnesi, 53756, 47.4 mm standard length, off Nishiura, Kuchierabu-jima island, Osumi islands, 
Kagoshima Prefecture, Japan.
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16% であることが Sasaki and Kimura (2014) によ

るオオスジイソイワシの特徴とよく一致したため

本種に同定された．一方で縦列鱗数は 41–43 と彼

らが示した値（39–42）よりもわずかに多い．し

かし Ivantsoff and Crowley (1999) では本種の縦列

鱗数の値を 40–45 としていることや，Sasaki and 

Kimura (2014) で記載された同属他種の縦列鱗数

の変異幅から本報告ではこれを種内変異とみなし

た．オオスジイソイワシは腋鱗が後方へ伸長しな

いことから日本産同属他種のうちギンイソイワシ

およびオキナワトウゴロウと類似する．しかし，

オオスジイソイワシはギンイソイワシと比較して

体側縦帯の幅が広く体高の 31–44% であること

（vs. 20–30%）や胸鰭条数が 14–15 であること（vs. 

16–19）から区別され，オキナワトウゴロウとは

体側縦帯の幅が広く体高の 31–44% であること

（vs. 20–30%）や眼の前方に三日月型の斑紋を欠

くこと（vs. 三日月形の斑紋をもつ），肛門は腹鰭

先端と臀鰭始部の中間付近に位置すること（vs. 

腹鰭先端付近に位置する）から区別される（Sasaki 

and Kimura, 2014）．これまで本種は国内において

西表島，慶良間諸島，瀬底島および与論島から記

録されていた（Sasaki and Kimura, 2014）．したがっ

て口永良部島からの本種の標本は大隅諸島初の記

Table 1. Counts and measurements of specimens of Hypoatherina barnesi from Kuchierabu-jima island, Osumi islands, Kagoshima 
Prefecture, Japan.

Kuchierabu-jima island, Kagoshima , Japan
(n=9)

Standard length 29.2–47.7
Counts

  1st dorsal-fin rays 5–7
  2nd dorsal-fin rays 10
  Anal-fin rays 12–14
  Pectoral-fin rays 14–15
  Midlateral scales 41–43
  Predorsal scales 17–19
  Interdorsal scales 7–8
  Gill rakers on lower arch 17–20
  Total vertebrae 42–44
Measurements
 As % of standard length
  Head length 22.2–25.1
  Snout length 4.7–6.1
  Upper-jaw length 6.9–7.7
  Eye diameter 8–9.4
  Postorbirtal length of head 9.4–10.7
  Interorbital width 6.6–7.6
  Predorsal length 45.8–52.2
  Snout to 2nd dorsal-fin origin 65–71
  Distance between origins of 1st and 2nd dorsal fins 17.1–20.9
  Snout to pectoral-fin origin 22.6–26.1
  Snout to pectoral-fin tip 37.5–40.2
  Pectoral-fin length 13.3–16
  Snout to insertion of pelvic fin 35–38.2
  Snout to pelvic-fin tip 46.2–49.4
  Snout to anus 49.9–53.9
  Insertion of pelvic fin to anus 14.1–17.7
  Pelvic-fin length 11.1–14.9
  Caudal-peduncle length 20.1–21.2
  Body depth 13.4–17.6
  Caudal-peduncle depth 6.4–7.3
As % of pelvic-fin length
  Insertion pelvic fin to anus 122.5–150.9
 As % of body depth 
  Width of midlateral band 39.8–44.7
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録となるとともに本種の北限記録となる．

生態学的知見　本種は他のトウゴロウイワシ

科魚類と同様に正の走光性をもち，夜間灯火に誘

引 さ れ る こ と が 知 ら れ て お り（Ivantsoff and 

Clowley, 1999），本研究で用いた標本も口永良部

島西浦沖 360 m の地点で灯火に蝟集した群を採集

したものである．同時に灯火に蝟集した魚類は，

ヤクシマイワシ Atherinomorus lacunosus，ヒロハ

ダカ Diaphus garmani，ユリサヨリ Hyporhamphus 

yuri，オジサン Parupeneus multifasciatus（幼魚），

ミナミキビナゴ Spratelloides delicatulus，キビナ

ゴ Spratelloides gracilis であった．

口永良部島産の本種の標本のうち FRLM 53756

（47 mm SL）は成熟した卵をもっており，卵の直

径はホルマリンによる固定後で 0.98–1.02 mm （n 

= 10）であった．卵はすでに吸水状態であったこ

とや，採集時の衝撃によると思われる放卵が確認

されたことから，この標本の個体は性成熟してお

り 産 卵 期 を 迎 え て い た と 考 え ら れ た．FRLM 

53759 では 8 個体のうち 3 個体（43–48 mm SL）

でこのような成熟した卵をもっていた．本種の産

卵生態に関する知見はほとんど知られていない

が，Ivantsoff and Crowley（1999）は本種の成熟体

長を 4–4.5 cm，北半球における産卵期を 7 月と報

告している．一方これらの標本が採集されたのは

10 月 8 日であった．多くの魚種で低緯度地域で

は産卵時期が早く，高緯度地域では遅くなる傾向

が知られているが（岩井，1971），口永良部島は

本種の分布の北限にあたるため既往の知見と比較

して産卵時期が遅い可能性が考えられた．なお同

属のギンイソイワシの産卵期は三重県英虞湾にお

いて 5 月から 7 月までの期間であるとされている

が（森ほか，1988），オオスジイソイワシの口永

良部島における産卵期間は現在のところ不明であ

る．
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